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衆
議
院
議
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博
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提
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活
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護
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等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
初
鹿
明
博
君
提
出
生
活
保
護
の
被
保
護
者
へ
の
指
導
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
別
府
市
の
よ
う
に
パ
チ
ン
コ
店
等
を
巡
回
し
て
、
被
保
護
者
の
金
銭
の
使
い
道
を
事
実
上
監
視
す
る
よ
う
な

形
で
の
指
導
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
詳
細
を
把
握
し
て
い
な
い
た
め
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

が
、
一
般
論
と
し
て
は
、
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
九
条
第
四

項
に
規
定
す
る
保
護
の
実
施
機
関
（
以
下
「
保
護
の
実
施
機
関
」
と
い
う
。
）
が
、
ぱ
ち
ん
こ
屋
等
へ
の
立
入
り
に
つ
い
て
、

法
第
二
十
七
条
に
基
づ
き
、
被
保
護
者
に
対
し
て
生
活
指
導
を
行
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

保
護
の
実
施
機
関
は
、
法
第
六
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
被
保
護
者
が
、
法
第
二
十
七
条
の
規
定

に
よ
る
生
活
の
維
持
、
向
上
そ
の
他
保
護
の
目
的
達
成
に
必
要
な
指
導
又
は
指
示
に
従
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、
保
護
の
変
更
、

停
止
又
は
廃
止
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
保
護
の
実
施
機
関
が
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
き
、
被
保
護

者
の
状
況
を
適
切
に
把
握
し
た
上
で
実
施
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

一



御
指
摘
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
」
を
含
め
、
個
々
の
課
題
を
有
す
る
被
保
護

者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
め
る
よ
う
、
保
護
の
実
施
機
関
が
適
切
な
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

二


